
２
月
23
日
午
前
１
時
す
ぎ
、
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
付
近
で
京
浜

東
北
線
の
回
送
電
車
が
軌
陸
ク
レ
ー
ン
と
衝
突
し
、
１
両

目
が
大
破
し
横
転
、
２
両
目
も
脱
線
、
若
い
乗
務
員
２
人

が
負
傷
す
る
と
い
う
大
事
故
が
起
こ
っ
た
。

２
月
28
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
富
田
社
長
は
「
グ
ル
ー
プ
会

社
の
皆
さ
ん
へ
」
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、
「
関
係
者

間
の
指
揮
命
令
系
統
の
明
確
化
、
軌
陸
車
及
び
工
事
用
重

機
械
を
建
築
限
界
内
に
進
入
さ
せ
る
際
の
取
扱
い
の
見
直

し
、
当
社
社
員
に
よ
る
工
事
施
工
立
会
い
の
強
化
を
講
じ

る
こ
と
と
し
ま
す
。
」
と
当
面
の
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

だ
が
、
語
る
に
落
ち
る
と
は
こ
の
こ
と
だ
。
発
注
元
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
川
崎
事
故
の
責
任
を
と
る
の
で
は
な

く
「
当
社
社
員
に
よ
る
工
事
施
工
立
会
い
の
強
化
を
講
じ

る
」
だ
け
な
の
だ
。
民
事
罰
・
刑
事
罰
の
下
請
け
（
労
働

者
）
へ
の
押
し
つ
け
！

ま
さ
に
外
注
化
攻
撃
の
も
う
ひ

と
つ
の
核
心
が
こ
こ
に
あ
る
。

確
か
に
外
注
化
と
は
、
事
業
者
（
発
注
元
）
が
請
負
業

者
と
契
約
し
「
成
果
物
」
だ
け
を
受
け
取
る
も
の
だ
。
Ｊ

Ｒ
が
自
力
で
施
行
す
れ
ば
１
０
０
億
円
か
か
る
業
務
（
一

部
ま
た
は
全
部
）
を
50
億
円
で
発
注
し
人
件
費
を
低
減
し
、

下
請
け
労
働
者
に
非
正
規
職
化
と
低
賃
金
・
重
労
務
を
課

す
大
合
理
化
だ
。
だ
が
「
請
負
契
約
」
の
も
う
一
つ
の
核

心
は
、
外
注
化
し
た
業
務
の
民
事
責
任
も
刑
事
責
任
も
一

切
が
請
負
側
に
帰
属
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
も
あ
る
こ
と

だ
。
一
度
事
故
が
起
こ
れ
ば
鉄
道
事
業
者
が
本
来
と
る
べ

き
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
の
は
請
負
業
者
で
あ
り
、
直
接
現

場
で
汗
水
流
し
て
働
く
労
働
者
な
の
だ
。

２
０
０
５
年
尼
崎
事
故
で
刑
事
訴
追
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
西
日

本
井
手
元
会
長
は
、
神
戸
地
裁
で
「
（
私
に
）
安
全
の
専

門
知
識
は
な
い
」
と
供
述
し
、
「
聖
徳
太
子
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
私
の
よ
う
な
凡
人
に
は
全
て
を
知
る
の
は
不

可
能
だ
」
と
言
っ
て
の
け
た
（
裏
面
参
照
）
。

外
注
化
が
続
く
限
り
川
崎
事
故
は
無
く
な
ら
な
い
！

東
日
本
社
長
富
田
が
「
究
極
の
安
全
」
と
の
た
ま
う
の
は
、

「
自
ら
の
究
極
の
安
全
」
だ
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
直
ち
に
川

崎
事
故
の
責
任
を
取
れ
！

全
て
の
外
注
化
業
務
を
直
ち

に
直
轄
に
戻
せ
！

１
９
９
９
年
、
当
時
の
山
手
貨
物
線
（
現
新
宿
湘
南
ラ

イ
ン
）
で
信
号
関
係
の
下
請
け
労
働
者
５
人
が
後
ろ
か
ら

来
た
貨
物
機
関
車
に
触
車
し
死
亡
す
る
と
い
う
凄
惨
な
大

事
故
が
起
こ
っ
た
。
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外
注
化
攻
撃
の
核
心
は
、
民
事
罰
・
刑
事
罰
の

下
請
け
（
労
働
者
）
へ
の
押
し
つ
け

１
９
９
９
年
の
山
手
貨
物
線
以
来
の
重
大
事
故



２
０
０
１
年
か
ら
の
「
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
再
構
築
」
と
い
う
保
線
・
電
力
・

信
号
・
土
木
な
ど
鉄
道
保
守
部
門
（
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
の
全
面
的
な
外
注
化

施
策
を
目
前
に
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
は
、
「
人
間
の
目
視
（
見
張
り
）
に
頼
る
作
業
を

や
め
、
線
路
閉
鎖
手
続
き
に
よ
る
作
業
体
制
に
見
直
す
」
と
し
て
「
新
た
な
保
安

体
制
」
を
打
ち
出
し
た
。
山
貨
で
の
事
故
後
、
Ｊ
Ｒ
は
「
特
定
元
方
事
業
者
と
み

な
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
当
社
（
Ｊ
Ｒ
）
は
作
業
安
全
上
の
注
意
事
項
は
記
入

し
な
い
」
と
「
保
安
打
ち
合
わ
せ
票
」
を
改
ざ
ん
し
た
。
偽
装
請
負
が
ば
れ
る
の

を
避
け
る
た
め
だ
。
一
切
の
自
己
責
任
を
逃
れ
、
下
請
け
・
孫
請
け
の
労
働
者
に

全
て
の
犠
牲
を
転
嫁
す
る
た
め
だ
っ
た
の
だ
。

も
う
一
つ
決
定
的
な
の
は
、
「
グ
ル
ー
プ
会
社
の
皆
さ
ん
へ
」
の
中
で
「
さ
ら

に
、
衝
突
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
の
技
術
開
発
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
」
と

語
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

誰
で
も
記
憶
に
あ
る
と
思
う
が
、
あ
の
尼
崎
事
故
で
先
頭
か
ら
２
両
目
の
車
両

は
衝
突
現
場
と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
地
下
駐
車
場
内
で
隠
れ
る
よ
う
に
ひ
し
ゃ
げ

て
発
見
さ
れ
た
。
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
省
力
化
の
代
償
と
し
て
１
０
７
名
の
命
が

奪
わ
れ
膨
大
な
乗
客
が
重
傷
を
負
っ
た
。

京
浜
東
北
線
の
車
両
（
Ｅ
２
３
１
）
は
尼
崎
事
故
車
両
よ
り
も
さ
ら
に
軽
量
化

が
進
ん
だ
ボ
ル
ス
タ
レ
ス
台
車
だ
っ
た
。
事
故
車
両
は
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
さ
れ
た
が
、
先
頭
車
両
と
ユ
ニ
ッ
ト
３
両
の
全
て
が
破
損
し
２
人
の
乗
務

員
（
運
転
士
と
車
掌
）
が
負
傷
し
た
。
脱
線
・
転
覆
し
窓
ガ
ラ
ス
も
ズ
タ
ズ
タ
だ
。

こ
れ
が
線
路
に
載
線
さ
れ
た
僅
か
９
ト
ン
の
軌
陸
ク
レ
ー
ン
と
衝
突
し
た
結
果
な

の
だ
。
こ
れ
が
回
送
電
車
で
は
な
く
乗
客
満
載
の
終
電
車
で
あ
っ
た
な
ら
ど
の
よ

う
な
凄
惨
事
態
に
な
っ
た
か
想
像
に
難
く
な
い
。
乗
員
乗
客
の
安
全
性
な
ど
歯
牙

に
も
か
け
な
い
こ
の
Ｊ
Ｒ
体
制
を
絶
対
に
許
し
て
は
な
ら
な
い
！

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
起
こ
っ
て
い
る
分
割
・
民
営
化
の
矛
盾
は
、
こ
こ
首
都
圏
で
も

何
ひ
と
つ
例
外
で
は
な
い
！

分
割
・
民
営
化
体
制
は
今
や
ズ
タ
ズ
タ
だ
。

鉄
道
の
安
全
は
労
働
組
合
の
闘
い
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
業
務
の
一
元
的
管
理
の

も
と
で
確
保
さ
れ
て
き
た
。
本
来
外
注
化
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
外
注
化
す
る

こ
と
で
し
か
成
り
立
た
な
い
今
の
Ｊ
Ｒ
の
現
実
こ
そ
分
割
・
民
営
化
の
崩
壊
だ
。

外
注
化
阻
止
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
命
を
守
る
た
め
の
闘
い
だ
。
労
働
組
合

が
今
こ
そ
立
ち
上
が
る
と
き
だ
！

職
場
か
ら
闘
い
を
開
始
し
よ
う
！

尼
崎
事
故
の
教
訓
さ
え
足
蹴
に
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
総
破
綻
！

い
ま
こ
そ
外
注
化
阻
止
の
反
合
理
化
闘
争
に
立
ち
上
が
ろ
う
！

平
成
24
年
７
月
６
日
、
神
戸
地
裁
で
開
か
れ
た
３
社
長
の
初
公
判
。
上
田
さ
ん
ら

遺
族
の
刺
す
よ
う
な
視
線
の
先
に
い
た
井
手
元
会
長
は
公
の
場
で
初
め
て
謝
罪
し
た
。

し
か
し
、
す
か
さ
ず
「
事
故
は
想
定
で
き
な
か
っ
た
」
と
無
罪
を
主
張
。
南
谷
（
な

ん
や
）
昌
二
郎
元
会
長
（
72
）
、
垣
内
剛
元
社
長
（
69
）
も
謝
罪
と
と
も
に
無
罪
を

訴
え
た
。
（
中
略
）

被
害
者
参
加
制
度
を
利
用
し
、
12
月
11
日
の
被
告
人
質
問
で
井
手
元
会
長
と
対
峙

し
た
。
「
安
全
を
軽
視
し
て
い
た
こ
と
や
落
ち
度
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
欲
し
い
」
。

そ
の
一
心
か
ら
、
懲
罰
的
で
運
転
士
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え

た
と
さ
れ
る
日
勤
教
育
や
運
行
ダ
イ
ヤ
、
安
全
対
策
に
つ
い
て

疑
問
を
ぶ
つ
け
た
。

し
か
し
、
井
手
元
会
長
は
「
（
安
全
対
策
は
）
最
大
限
の
こ

と
を
や
っ
て
き
た
」
な
ど
と
答
え
、
刑
事
責
任
に
つ
い
て
は
全

面
的
に
否
定
。
「
安
全
の
専
門
知
識
は
な
い
」
と
の
供
述
に
対

し
、
上
田
さ
ん
が
専
門
家
に
尋
ね
な
か
っ
た
理
由
を
問
い
た
だ

す
と
、
井
手
元
会
長
は
「
聖
徳
太
子
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

私
の
よ
う
な
凡
人
に
は
す
べ
て
を
強
い
る
の
は
不
可
能
」
と
言
っ

て
の
け
た
。

（
資
料
）
「
組
織
責
任
追
及
に
壁
。
あ
き
ら
め
な
い
遺
族
は
蛍
光
ペ
ン

で
ノ
ー
ト
に
記
し
た
」
（
２
０
１
３
年
９
月
28
日
付
産
経
新
聞
よ
り
抜
粋
）


